
全国個性化

教育研究連盟
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ウ イ リ アム ノぐイ ナ 氏をえ虫ジ'--て
東京学芸大学教授浅沼茂

い、自らが学ぷ内容について、自らが吟味する
というよ畜な学習者の主体性を剥奪してきたの
です。現 も、カリキュラムの内容についての
判断を誰かにあずけてしまう傾向は強いのです。
このような日本の教育の現状ですから、根本

的な問題を考えるよりも、登校拒否やいじめの
問題があると、あわててカウンセリング関係の
予，をつけたりするというような、技術的な合
理主でのみ問題を片付けようとするのです。一
つひとつの問題が出るたびに対処療法的に個別
に相談する、このような形の「個別化」蹄線も
必要かもしれません。けれども、このよっな対
処療法的に個別に相談する、このような形の「
個別化」路線も必要かもしれません。けれとも、
このような対処療法を推し進めていったらとっ
なってしまうのでしょうか。国民の一人ひとり
が寒せ、同じような悩みを抱えた病人であると
いっc....とに気がついた時、カウンセラーを含め
て、国民の皆が患者で、いったい誰が、誰を治
療するのだというようなことになってしまいま
す。私たちは、特別の治療室を設けることでは
なく、ふだんの教育実践のなかで、個々人の個
性に根ざした人間教育を目指す必要があります。
このような個性化は、カリキュラムの内容を私
たちが主体的に考えることによって可能になる
のです。パイナー氏の自伝的方法は、このよう
な個性化の極を示したものです。自分が学習の
主人公になるということ、このことが現代のカ
リキュラムを考える上で、まず第一に考えられ
るべきことなのです。
現在のアメリカには、日本のまねをしてナシ
ョナル・カリキュラムを作ろうという働きがあ
るではないかという物知りの方もおられるかも
しれません。けれどもそれは、どのような人た
ちが、何のためにそう主張しているのかという
ことを、検討してみる必要があります。それに
は、 1980年代以降、日本やアジアとの眉済
競争に負けてはならないという経済的な動 が
背景にあります。たしかに、しっかりした工業
製品を作り、時間通りに安心して乗れる乗り物
で移動できるということは大切かもしれません。
しかしながら、自分たちの生活の足元を見失っ
た、社会的属性や労働の外化された製品によっ
てのみ評価されてしまう人間の生き方とはいっ
たい何なんでしょうか。パイナー氏は、個人史
のなかに、このような人間疎外を克服する自己
実現の方法を託しているのです。

この度、日本学術振興会の招きにより来日し
t— ルイジアナ州立大学のウィリアム・パイナ
こ教授を迎え、年末の研修会の講演会をしてい
ただきました。パイナー氏は、ハイ・スクール
で 2年ほど英語を教えながら、弱冠24オにし
て博士号を取得した努力家です。彼のこれまで
の業績は、ベトナム戦争にいたるまでのアメリ

盈省眉嘉努品怠品森闊葱＄畠羞望え為；；初悶ュラム開発を批判して新しいパラ累イムの構築
を目指し、パイナー氏自身の「自伝的方法」を
含む、多様な立場の人々の業績をまとめあげよ
っとしたことにあります。現在のアメリカのカ
リキュラム学の状況は、ペトナム戦争以降とし
て時代区分ができるほど、それ以前のカリキュ
ラム理論とは、大きく趣を異にしております。
それまでのカリキュラムに関わるパラダイムの
多くは、アメリカ中心の世界観に対して反省の
ない、効率のみを追求する「工学的」な発想に
基づいていました。アメリカの経済的繁栄とベ
トナム戦争までの戦争を勝ち抜いてきた自信は、
かつての日本のように技術的な合理性ばかりを
追い求め、それが結果として何をめざし、なに
をもたらしているのかという問題を考えさせる
ような理性を欠落させてきたのです。
不思議なのは、日本においてはこのようなパ
ラダイムが、形成的評価だの、診断的評価とい
うような名前で、さも人間評価の切り札である
かのように、教育の現場で、その起源も矧らず
に応用されていることです。それはそれで、お

易k零袋靡季戸為骨偉素姦裟況ぷ腐隈昴玉孟言
ます。前世紀以来アメリカでは、学校で「何を」
教えるべきかということは、固定した標準がな
いかわりに、いつも、それをどのように選ぷか
ということが隊論の的になってきました。この
議論は、また書間として常に、教育学の中心的
な課題であり した。
それに対して日木では、カリキュラムはお上
が決めてくれるものという固定観念があり、何
を教えるべきかという議論よりも、決められて
ことをどう教えるべきかといっ議論はかりがさ
かんでありました。ヘルパルト主義は、日本の
教育方法の質を標準化と画ー化を進める道具と
して使われてきました。このような教育文化は、
現代も連綿として受け継がれており、観念を現
実の物や出来事と結びつけ、自らの思考や発想
を常に革新していくというような学習機会を奪
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第 11 回全個教連学期研修会

［テーマ】 総合学習の考え方·進め方
【期日］平成8年 12月 7 日（土）． 8 日（日）
【会湯］東京都上智大学校内

今年の三学期の学期研修会は睛天のもと、上
智大学で 12 月 7 日、 8 日の 2 日間に渡って行
われた。 200人を越す方々が集い、総合学習
について熱心に話し合った。

1 日目は、ルイジアナ州立大学のウイリアム
・パイナー教授を講師に迎え、 「アメリカの総
合学習」に関する講演、 2 日目は加藤先生、高
浦先生、浅沼先生、奈須先生によるシンポジウ
ム、東京学芸大附属大泉小と久原小学校の実践
報告が行われた。

12月 7 日（土） ［第 1 日目］
クぐイ-:J-―民夕暉演

個人の主体性の回復のための自分史のすすめ
ーーパイナー氏の自伝的方法について一一
パイナー氏の自伝的方法は、自分の生きてい
る内面の世界に背を向けて、現実の外にある社
会構造や制度に身を預けてしまい、そのような
システムに寄り掛かって生きていけば、自分の
心の中では何の葛藤もなく実践がうまくいくよ
うな楽槻主義を戒めています。パイナー氏の自
伝的方法は、教育者として、生徒をどのように
社会橋造の中にうまく適応できるようにさせる
かというような治療の手だてを表したのではあ
りません。それは、個人の主体性を損なう社会
中心主義に対する強烈なプロンテストでありま
す。現代人が、現代社会で評価されるのは、社
会システムにいかに順応し、そのなかで決めら
れたノルマをこなし、どれだけ成績をあげたの
かというような基準に基づいています。学校で
の評価のシステムも結局、このような基準に基
づいています。学校においても社会においても
このような基準が支配している限り、一人ひと
りの生き方や個性というものが、その歯車とし
ての慟き具合によってのみ評価されることにな
っています。
パイナー氏の自伝的方法は、いろいろな解釈

が可能ですが、授業の方法の改革を示したもの
ではありません。それは、生徒に先立ち、教師
自身がまず、自分を振り返り見て、社会のなか
に組み込まれてしまっているような生き方を見
つめ直し、自らの主醇権を確立することを説い
たものです。
最後に、永地先生のコメントは、自分史はけ

っこうサラリーマンの世界では、はやってきた
とコメントされました。先生は、個々人が自分
の一生を振り返って見たとき、何が自分の世界
にあったのか、自分のものが何もなかったとき
の空しさが、会社人間としてのサラリーマンは
身にしみて実感するからだと述ぺておられまし
た。このことは、なにもサラリーマンに限った
ことではありません。教育者としてつい自己を
見失って、集団の中に埋没してしまう私たち教
育者自身の反省でもあります。このような意味
で、パイナー氏の自伝的方法は、現代の日本人
の個性を考えさせられる一つの重要な材料とな
ります。 （浅沼茂）

12 月 8 日（日） ［第 2 日目］
シンポジウ上
「総合学習の進め方・考え方」

上智大学文学部教授 加藤幸次
国立教育研究所室長 高浦勝義
東京学芸大学助教授（司会） 浅沼 茂
神奈川大学助教授 奈須正裕
4人のシンポジストの要旨は以下の通りであ

る。

A加藤先生ー総合学習の分類・整理
①「教科」総合学習 ④「トピック」総合学習
②「合科」総合学習 ⑤「個人」総合学習
③「学際的」総合学習

教科中心 生活・経験中心
B高浦先生一、（加藤先生の分類を引用しながら
教科ごとのカリキュラムを見直し、カリキュ
ラムや学校全体を変えていく必要がある。
C奈須先生ーカリキュラム編成の原理 {I 文化
遺産の継承•発展 II子どもの生活）から総合
を考えて行くべきである。教科と総合は対立し
ない。相互補完的、相互促進的である。
D浅沼先生ー「求め」というが、本当に子ども
の求めになっているのかどうか、考えてみる必
要がある。教師の求めになっていないか。
それに対してフロアからは、 「高校にも個性

化教育を広めてほしい。なぜ中学で止まるのか」
「テーマ学習のテーマ設定の方法は。」 「統合
と総合の違いがしつくりこない。」 「何のため
に総合をするのか。その目的は。」といった現
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場からの不安も交えた意見が出された。シンポ
ジストからは、 「現在の教科の原理でなく組み
替えた原理で、子どもの統合化を目指していく．」
「今は、生き甲斐を感じられるような教科にし
ていない。生きている学問の営みに参加してい
くことが必要である。」 「問題解決学習を強力
に進められるか。子どもの深まりは目に見える
ものではないのではないか。」 「今、基礎基本
が問われている。どういう点で自分の勉強とつ
ながっているのか、考えてみる必要がある9。」
などの答えが寄せられた。中教審の答申が出さ
れたこともあり、総合学習に対して、熱い期待
と不安とが現場では入り交じっているが教師が
教科、あるいは子ども、何れの立場に立って教
育を考えていくのかが大切だと感じた。

（中田泰志）

寒鴎幸艮全号①
「東京学芸大学教育学部附属大泉小学校」

石井正広教翰
喜名朝博教肋

今回の学期研究会には、団体会員である学芸
大学附属小に実践発表をお願いすることができ
た。 （因に、現在、国立大学附属学校で全個連
の団体会員になっているのは、秋田大学附属小
研究委員会、学芸大学附属大泉小、香川大学附
属坂出中、の3校であり、国立大学附属学校教
官の個人会員は、全国で3人である）
いずれにしても、全個連の学期研究会で「あ

の！学芸大附属大泉小の実践が閉ける（時代に
なった）」というのは、なかなか画期的！なこ
とだし、いろいろな面で喜ばしいことだと私は
思うのだが、如何であろうか。 （ちょっとミー
ハーかな？）
閑話休題。大泉小のお二人の先生、石井先生、

喜名先生の提案は、概略以下のようであった。
1 、何のために「総合学習」を行うのか、
「豊かな学力」を育成するためである。
「豊かな学力」とは、社会の変化に主体的に

対応するために「生きてはたらく力」とは「豊
かな心」と「確かな学力」から形成される。
そして「確かな学力」とは、 「内容知」 （何

を学ぷか） 「方法知」 （問題追求のためにどの
ような方法を使うことができるか） 「自分知J
（何を学び、それをいかに学んだか、それが自
分にとってどのような意味を持つのか）、の三
つの知からなると考える。
この「生きてはたらく力」育成のために、三

つの知で各教科の授業を見直すとともに、教科

の枠を取り払い、子供の生活に密着した；；；］
容を選定して、子供たちの生活と学習を結び付
ける場として、総合学習を設定するのである。
2、附属大泉小の「総合学習」とは一割愛
3、附属大泉小の「総合学習」の実際ー割愛
大泉小の実践について「詳しく知りたい！」
という方、直接大泉小に問い合わせるか (1 月
24 日に研究発表会があったそうです）、または、
全個連研修部（代表大磯小）宛ご連絡ください。

（池田伊三郎）

実礫幸艮全号②
「福岡県久山町立久原小学校」
総合学習 lちゃぷちゃぷ夢ランド」

竹内祐子教胡
6羽の子鴨の死から実践のゴールが見えない

ままはじめた池作り、子供たちが考え、選んだ
岬、子供たちで考え選んだ「ちゃぷちゃぷ夢
フノド」自分たちで作っていく楽しさを一人一
人が味わうことができる総合学習の発表であっ
た。

ポランティアの協力のもと、土曜日曜をつか
っても、ポランティアのためにお茶菓子まで用
意してくる子供たち、夢ランドに植える木の選
定ひとつでも子供たちは、鴨や池の環境を考え
て進めていった。
「池掘りで何の力がつくのか？」と言われる

けれど。たかが池梱り、しかし、活動から生み
出される様々な事象の中に教育意義をもってい
る。それは、子供たちの様子から明白である。
子供が、人や物など回りの環境と相互作用をす
ることにより、そこから、身につく力ははかり
しれないものがある。 「ちゃぷちゃぷ夢ランド
を作ろう」という総合学習はそんな活動であっ
た。
ちゃぷちゃぷ夢ランドをつくった子供たちが、

今はもう高校生：
とのこと、その

子たちのこの学
習に対する感想
には、思わず目
頭があつくなる
とともに、この·

ような学習の持！
つ教育的意義を
再認蛾する発表
であった。
発表の中では、
町の行政を含め地域の協力が頸著であった。
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まさに、地域を上げi
て子供たちを育ててい
る様子がさらなる感動

全国・・国性 lt'..牧育研究連盟労明研苓会写
をよんだ。
ここまで、地域との

信頼関係を作り上げた
先生方の苦労と実践が
あっての久原小学校で
あると思われる。

：このような実践の積
み重ねが個性を重視し
た教育につながってい
くのであると実感した。

（多田信夫）

研暉全々まとめ

J』'

上智大学加藤幸次教授

加藤先生は、カリキュラムの三つの語隊から
説き起こして「如何にして子供の意欲のもとに
なる課題を創り出すか」といった内容に関した
お話をされ、現場人のニーズを配患した体裁で
「まとめ」をされていた、と感じられた。
けれども、私は、先生の「まとめ」を聞きな

がら、そのお話の背後1こ込められている（先生
が最近のいくつかのご著書で繰り返し楡述され
ている）先生の「主張」を思い起こし、その
「主張」の主旨について再度確靱しておく必要
があると強く感じた。そこで、この場を借りて
先生の「主張」の一端を紹介させて頂く。
加藤先生は、 95年に明治図書からだした
『個別化・個性化教育はどこに向かうぺきか』
（オピニオン草書16) の中の「21世紀こそ
「児童の世紀」にしたい」という章において、
えられるべきであろう。概略次のようなことを
提言しています。
21枇紀に向けて、教育が成し得ることは、

人類の新たな課題に果敢に挑戦していく「創造
カ」を育成することである。そして、 「創造力」
とは、一人の人間として創造的に「生きていく

カ」をも意味している。
教育は、本来、 「人格の完成」とか「幸福の
追求」或は「自己実現」とかいった個人レペル
の目的を持っているはずである。教育は、他の
目的に対する「手段」として位置づけられると
同時に、それ自体「目的」であるぺきである。
従来の教育は子供を知裁や技能の「受容器」
とみなしてきたきらいがある。そうではなく、
「一人ひとりの子供は自分の世界を切り開くカ
を持っている」と捉え直すことが必要である。
ひとりの子供（人間）は、小さな言語学者であ

り、数学者であり、科学者であり、同時に芸術
家であり、制作者なのである。•••このことに注
目し、そこに「創造力」を育成する契機を見る
べきであろう。また、 96年11 月に出したば
かりの『学校五日制と教育課程の創造』 （黎明
舎房）の中の「21世紀に生きる子供たちのた
めの教育課程を問う」でも、前掲の内容に関連
した内容を敷えんした後、以下のように論述し
ています。日く、 •••21 世紀世界にふさわしい
新しい教育諜程は、アプリオリなグローパル問
題と子供の主体性の間の統合をどのように図る
か、という大きな問座に当面する。結論的に、
教育課程についていえば、 「総合学習」という
あり方を求めざるを得ないはずである。子供た
ちの疑問がカリキュラムの中核にあって、しか
も子供たちの疑問が次の疑間を呼び起こすとい
う「コース」にあって、この二つは統合されて
いくものと考えられるぺきであろう。

（池田伊三郎）

研究葬衷全幸艮全与·

①「山形県寒河江市立寒河江小学校」
研究主題「生き生きと学び続ける子ども」

…指導の個別化と学習の個性化をとおして•••
平成8年10月 22 日（火）

寒河江小学校が、個別化・個性化の実践を通
して「一人一人を生かす教育」に取り紺んでか
ら今年で 10年目を迎える。節目を迎えた研究
実践のまとめの意味もあった発表である。
研究発表は 1 • 2校時にわたって、 0算数
科のマスタリーラーニング 0生活科・総合的
学習の授業公開が行われた。
マスタリーラーニングは、寒河江小学校がオ
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ープンスペースを持った学校として改築した当
初から実践を積み垂ねている学習システムであ
る。指導の個別化の主たる実践として取り粗ん
でいる。経験を深める中から、コース移動型・
コース固定型・融合型・コース自己選択型とい
う 4つのパターンを独自に開発して、成果をあ
げ、多様化に成功している。
生活科・総合的学習には、 「子どもの興味関

心を童視し、日常生活と関連の深いテーマのも
とに、多様な学習内容を橋成し、子どもの考え
る力、行う力、感じる力を育てる学習」として
定義し、最終的には、 「自己の確立」を目指す
としている。学習の個性化の主たる実践として
取り線んでいる。マスタリーと同様の長い歴史

のある寒河江小学校の特徴的な学習の一つであ
る。・｀．

総合的学習への取り粗みは、 「さくらんぽ」
「二の堰」 「米づくり」等の地域の特性を生か
した運材を設定し、地域学習としても成果をあ
げている。寒河江小学校は、改築当時から、個
別化個性化の教育に積栖的に取り組んできた学
校であり、その成果が十分に感じられた発表で
あった。 ・・ （佐久間茂和）

②「佐賀県鹿島市立明倫小学校」
佐賀県鹿島市にはすばらしいオープンスプー
スをもった学校が二校ある。共に数年前に建設
され学校で、明倫小学校はその一つで、 10月
17 日に公開発表会が開かれた。 400人近い
参続者があり、教室の前に広がったワーク・ス
ペースを充分活用した授業を見せてくれた。一
年と二年の生活科ではポランティアの方々の活
躍がひときわ目立った。お母さんたちによる寸
劇「三まいのおふだ」に一年生の子供たちは聞
き入った。聞けば、このお母さんたちはポラン
ティア活動として寸劇をいろいろなところで行
なっているとのことであった。二年生の生活科
では地城のお年寄りの方々による「昔のおもち
ゃ」づくりであった。三年生以上は算数科と理
科の公開授業であったが、すぺて体験的な活動
を通しての授業であった。まさに、ワーク・ス
ペースなしには展開することができない授業で
あった。
言うまでもなく、すぺての学年がティームを

緋んで授業に当たっており、しかも、二つ以上
の教科を合科しようとしていた。たとえば、一
年生の寸劇は国語科に属する活動であるが、こ
の寸劇につなげて算数科を指導しようとしてい
た。
水山学校長のリーダー・シップのもとに、全

. i l;口」 -----•一一
開であった。で白；孟；ふ梵骨贔贔畠幽
見学に来られた他の学校の先生方にとって大い
．に参考になったものと信じている。（加藤幸次）

③「東京都台東区立谷中小学校」
文部省がすすめているインテリジェント・ス
クールのモデル校としても注目されている台東
区立谷中小学校の研究発表会が、さる 10 月 4
日多くの参観者を集めて行われた。 「自ら考え
楽しく学ぷ児童の育成一個を大切にした支援の
あり方」を研究主題に、等々力美津子先生を中
心として全校戦員が一丸となり、全学級公開の
迫力ある実践が展開された。
公開授業はどの学年も学年T·Tによる算数

科の授業で、 1年「かたちのくにへようこそ」
2年「長さ図かんを作ろう」、 3年「はかりチ
ャンピオンになろう」、 4年「広さの鉄人にな
ろう」、ヽ 95 年「谷中タングラムの面積を求めよ
う」、 6年「学芸会の道具を作ろう（立体）」
とユニークな単元名となっており、学年フロア
に整えられた学習材は、子どもが頭と体をパラ
ンスよく働かせて、楽しみながら課題を追究し
ていけるような配慮がなされていた。先生方の
アイデアが随所にみられる学習瑛境整備のレベ
ルの高さは、カメラやビデオを構える参観者の
数の多さがそれを物語っていた。
授業では、低学年は活動的・体験的に形や長
さ等の概念をつかむことに垂点がおかれ、高学

□9 ｷ,. mmっ
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年ではさらに予測や計画・見通しといった抽象
的な思考が重視されるなど、子どもの学びの姿
を通しての数学的思考の発達の過程や、それに
応じた支援の仕方の違いが、みる側にとっても
わかりやすく、今後の授業づくりに多いに参考
となった。 （佐野亮子）

④東京都豊島区立高田小学校
高田小学校は、 3 、 4年生のみ2 クラス、全

g:g品霞烹竺認百｀―
TTに

よる一業改薔を通して、 「小規模校のよさを生
かした教育課程の創造」について研究をしてい
る。

今回 10 月 8 日の発表では、順序選択学習や
自由進度学習、課題選択学習などいろいろなT
Tの形態が学年や単元によって構成され、どの
学年の児童も目的意徴を持って「自分の学習」
に取り組んでいた。 5年生が、近くの教育セン
ター．のパソコン室や図書室を利用するなど、地
域の施設を有効に活用しているのも興味深かっ
た。また、高田小では、全教師が翰番で自分が
研修したことについて「研究情報」というプリ
ントにまとめ、月に 1 回以上発行されている。
・内容は、先進校の視察や、海外研修、文献での
研究などであるが、その質の高さには驚かされ
る。これらの実践は、平成7年に出版された
「小規模校におけるティーム・ティーチングの
考え方・進め方」 （黎明誉房）からもうかがい
知ることができる。
全体会では、加藤幸次教授が公演し、これか

--ず

らの教育の方向として、より柔軟な学習環境の
中で、子どもたちに自己決定の機会を与え、子
どもたちの思いや願いを教師が支援していく必
要性を脱かれ、 TTはその一つの方法であるこ
と、その実践の場としてオープンスペースが是
非欲しいとまとめられた。 （松浦盛人）

紙面の関係で掲栽できないが、以上のほか、
全国各地の多数の学校で特色のある、素睛らし
い研究発表会が開かれた。

宿泊研修会
12月 26 • 27日、恒例となりつつある、神奈川

県箱根での宿泊研修会が行われた。
今回は、 USAのカリキュラム研究の大御所
である、ルイジアナ州立大学のウィリアム・バ
イナー氏ら4人の研究者と蒻国からの留学生も
参加し、国際色豊かな研修会となった。
研修テーマは、追跡プロジェクトの内容の確
認総合学習とカリキュラム編成について、が
主なものであった。
今回の研修の成果の一端は、総合学習につい

コての2回目の学期研究会の場で生かされるはず
i:である。乞うご期待。 （池田伊三郎）—K‘: 籠 「学校五日制と教育課程の創造」好評発売中

紐• 加藤幸次先生と中澤米子先生が中心となり、
' 「スリム」と「総合学習」をキーワードに 21
世紀を展望した教育を考祭し、その実践のあり
方を述べました。理論面から実践面まで網羅し

＇選てあり、教育現場が自らの教育課程を模索する
遍際、大きな助けとなる誉籍です。黎明書房より
迂平成8年 11 月 15 日に発売されました。

匹疇定価は2884円です。
ミ｀ごミ

・ く事務局べの問い合わせ・連絡先＞
〒115 東京都北区赤羽南1-16-2-504
03-?3903-4780 庶務部長佐久間茂和
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